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理
事
長
　
生
井
　
克
明

　

会
員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、
令
和
５
年
定
時
総
会

に
ご
出
席
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
公
私
と
も
ご
多
忙
の
中
、
小
山
市
議
会
議
長

篠
崎
佳
之
様
、
小
山
公
共
職
業
安
定
所
長
の
小
林
正
樹
様

に
ご
臨
席
の
栄
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
年
間
続
き
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
に
つ
い
て
、
国

は
、
感
染
者
が
減
少
し
た
た
め
、
感
染
症
の
扱
い
を
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
改
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
完

全
に
終
息
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
続
き
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
度
の
セ
ン
タ
ー
の
請
負
・
委
任
の
契
約
実
績
は
、

約
3
・
7
％
増
の
２
億
７
，
４
２
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
う
ち
公
共
事
業
は
約
１
％
増
の
１
億
１
，
３
４
５
万

円
で
あ
っ
た
の
対
し
、
民
間
は
約
5
・
8
％
増
の
１
億
６
，

０
７
４
万
円
の
実
績
で
し
た
。
草
取
り
・
草
刈
り
等
が
延

び
た
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
会
員
数
は
本
年
３
月
末
で
、
５
５
１
名
（
男

４
３
７
名
、
女
１
１
４
名
）
で
、
前
年
比
33
名
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
60
歳
を
過
ぎ
て
も
雇
用
さ
れ
る
方
が
増
え
、

入
会
者
の
年
齢
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
加

齢
・
本
人
又
は
家
族
の
介
護
を
理
由
に
退
会
さ
れ
る
方
が

あ
り
ま
す
。

　

就
業
拡
大
に
つ
い
て
は
、
県
連
の
需
要
調
査
に
基
づ
く

訪
問
を
試
み
ま
し
た
が
、
調
査
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
、

問
合
せ
に
も
反
応
が
な
い
状
態
で
し
た
。
こ
の
為
、
お
得

意
様
訪
問
か
ら
可
能
性
の
あ
る
事
業
所
、
市
内
全
戸
配
布

チ
ラ
シ
を
活
用
し
た
訪
問
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
就
業
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

に
草
刈
り
班
・
植
木
班
の
代
表
者
の
方
に
も
加
わ
っ
て
頂

令和５年度 定時総会開催

理
事
長
あ
い
さ
つ

浅
野
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々

篠
崎　

佳
之 

様

小
山
市
議
会
議
長

浅
野　

正
富 

様

小
山
市
長

小
林　

正
樹 

様

小
山
公
共
職
業
安
定
所
長

き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
事
故
事
例
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
も
今
年
40
周
年
を
迎
え
、
12
月
に
は
、
シ

ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
併
せ
た
記
念
事
業
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
「
自
主
・
自
立
」「
共
働
・
共
助
」
の

精
神
の
下
、
小
山
市
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
る
べ
く
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和5年６月16日（金）
小山市立文化センター小ホール
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議
事
内
容
は
、
報
告
事
項　

①
令
和
4
年
度
事
業
報
告
、

②
令
和
5
年
度
事
業
計
画
及
び
計
算
書
類
等
に
つ
い
て

　

決
議
事
項　

第
１
号
議
案
「
令
和
4
年
度
計
算
書
類
等

の
承
認
の
件
」
第
２
号
議
案
「
理
事
11
名
選
任
の
件
」
第

３
号
議
案
「
監
事
２
名
選
任
の
件
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
議
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
わ
か
り
や
す
い
・
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供

（
お
客
様
満
足
度
の
向
上
）

〈
事
業
運
営
〉

ア
　
就
業
機
会
提
供
事
業

① 

請
負
・
委
任

② 

職
業
紹
介

③ 

労
働
者
派
遣

イ
　
就
業
機
会
確
保
事
業

① 

就
業
機
会
の
提
供

② 

就
業
先
の
拡
大

ウ
　
普
及
啓
発
事
業

① 

普
及
啓
発
促
進
月
間
行
事
の
充
実

　

・
創
立
40
周
年
「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
の
実
施

　

・
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施

② 

会
報
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」、
市
内
全
戸
配
布

　

 

チ
ラ
シ
の
発
行
配
布

③ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

エ
　
適
正
就
業
と
安
全
就
業
の
推
進

① 

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
検
討
・
推
進

② 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

③ 

事
故
事
例
の
検
証
を
行
い
再
発
防
止
に
努
め
る

議
案
審
議
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

④ 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
見
直
し
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
効
性
を
高
め
る

⑤ 

安
全
標
語
を
募
集
し
、
安
全
就
業
の
推
進
を
図
る

（「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
す
る
）

オ
　
会
員
数
の
充
実

① 

入
会
説
明
会
の
完
全
実
施
、
出
前
説
明
会
の
実
施

② 

女
性
会
員
比
率
の
向
上

　

 

・
女
性
会
員
活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

　

 

・
女
性
向
け
の
入
会
説
明
会

③ 

会
員
の
口
コ
ミ
に
よ
る
入
会
勧
誘
の
推
進

④ 

未
就
業
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

カ
　
会
員
の
資
質
向
上

① 

会
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
会
の
実
施

② 

安
全
就
業
・
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
研
修
の
実
施

キ
　
地
区
活
動
の
推
進

① 

地
区
会
議
、
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
地
区
活
動

の
支
援

ク
　
地
域
交
流
活
動

① 
渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

② 

高
齢
者
福
祉
施
設
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

〈
法
人
運
営
〉

ア
　
運
営
体
制
の
強
化

① 「
自
主
・
自
立
」
を
基
本
と
す
る
会
員
主
体
の
自
主

的
な
運
営
を
目
指
す

② 

会
員
に
セ
ン
タ
ー
運
営
の
意
義
を
再
度
伝
え
、
運

営
へ
の
参
加
を
促
進
す
る

③ 

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
・
育
成
を
図
り
、
運
営
等

へ
の
参
加
を
促
す

④ 

会
員
と
事
務
局
と
の
連
携
を
強
化
す
る

⑤ 

事
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減

イ
　
定
款
に
定
め
る
会
議
の
開
催

① 

理
事
会
（
月
１
回
計
12
回
開
催
予
定
）

② 

総
会

臨
時
理
事
会
開
催

　

総
会
終
了
後
の
臨
時
理
事
会
に
て
、理
事
長
、副
理
事
長
、

専
務
理
事
を
選
出
し
、
６
月
開
催
の
理
事
会
で
各
理
事
の

業
務
分
担
・
地
区
担
当
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

新
役
員
人
事

　

理
事
長　
　

生
井　

克
明 

（
広
報
部
会
長
、
美
田
地
区
）

　

副
理
事
長　

持
田　

幸
廣 

 （
総
務
部
会
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

運
営
組
織
、
桑
絹
地
区
）

　

専
務
理
事　

伊
澤
三
千
夫 

（
事
業
部
会
長
、
職
群
、
安
全
委
員
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女
性
委
員
会
、
小
山
Ａ
地
区
）

　

理　

事　
　

塚
野　

京 

（
総
務
部
会
副
部
会
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

適
正
就
業
、
間
々
田
地
区
）

　

理　

事　
　

藤
倉　

拓
治 

（
総
務
部
会
、
会
員
開
発
、
大
谷
Ａ
地
区
）

　

理　

事　
　

角
田　

速
夫　

 

（
総
務
部
会
、会
員
開
発
、桑
絹
地
区
）

　

理　

事　
　

小
林　

充
親 

（
総
務
部
会
、
地
域
貢
献
、
大
谷
Ｂ
地
区
）

　

理　

事　
　

佐
々
木
茂
二 

（
広
報
部
会
副
部
会
長
、
小
山
Ｂ
地
区
）

　

理　

事　
　

小
倉　

弘
行 

（
事
業
部
会
、
職
群
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
委
員
会
、
間
々
田
地
区
）

　

理　

事　
　

野
中　

昭
男 

（
事
業
部
会
副
部
会
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

就
業
開
発
、
小
山
Ｂ
地
区
）

　

理　

事　
　

佐
藤　

盛
夫 

（
事
業
部
会
、
研
修
、
小
山
Ｂ
地
区
）

　

監　

事　
　

藤
沼　

英
一

　

監　

事　
　

日
向
野
芳
夫
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◆
喜
寿
祝
い
を
受
け
ら
れ
た
方
々

（
会
員
親
睦
会
）　
23
名

◆
他
の
会
員
の
模
範
と
な
る
会
員　
12
名

岩村計行
老人ホーム栗林荘

須賀久夫
運搬

田村英男
草取り１

清水利男
筆耕

伊藤晴二
原の内公園

岸　　繁
小山総合公園

長　克己
小山市墓園やすらぎの森

佐藤盛夫
あさひ公園

渡邊正人
小山駅東公共駐輪場

坂井幸信
小山駅東公共駐輪場

西田勝美
パソコン教室

大橋郁子
はつらつ支援隊（子育て支援）

令
和
５
年
度 

表
彰  

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◆
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
貢
献
し
た
会
員
　
１
名

　

青
木　

利
夫（
大
谷
Ａ
）　

野
原　

光
男（
小
山
Ｂ
）

　

葛
西　

保
彦（
間
々
田
）　

飯
島　

和
子（
間
々
田
）

　

手
塚　

佳
夫（
小
山
Ａ
）　

吉
田　
　

勤（
小
山
Ａ
）

　

岸　
　
　

繁（
小
山
Ｂ
）　

高
尾　
　

力（
大
谷
Ｂ
）

　

岡
本　
　

武（
大
谷
Ｂ
）　

添
野
ミ
チ
コ（
桑　

絹
）

　

毛
塚　

善
博（
間
々
田
）　

須
田　

晴
司（
間
々
田
）

　

花
塚　

泰
明（
小
山
Ａ
）　

六
谷　

幸
三（
小
山
Ａ
）

　

末
柄　

雅
裕（
小
山
Ｂ
）　

岡
田　

裕
子（
小
山
Ａ
）

　

長　
　

克
己（
小
山
Ａ
）　

長
浜　

憲
一（
間
々
田
）

　

菊
地　
　

廣（
小
山
Ａ
）　

渋
谷　

美
子（
間
々
田
）

　

西
田　

勝
美（
大
谷
Ａ
）　

大
森
不
二
子（
間
々
田
）

　

菊
池　

義
夫（
小
山
Ａ
）　

菅
沼　
　

稔（
間
々
田
）

　

菊
地
亜
紀
子（
間
々
田
）　

江
原　

輝
雄（
小
山
Ｂ
）

　

山
中　

照
雄（
間
々
田
）　

菊
地　
　

弘（
大
谷
Ｂ
）

　

宮
崎　

正
弘（
桑　

絹
）　

石
丸　

悦
雄（
大
谷
Ａ
）

　

斉
田　

光
子（
間
々
田
）　

宮
原　

利
行（
間
々
田
）

　

荒
川　
　

武（
桑　

絹
）　

木
原　

桂
子（
桑　

絹
）

　

名
渕　

智
健（
美　

田
）　

永
池　

幸
吉（
桑　

絹
）

　

関　
　

六
郎（
大
谷
Ａ
）　

上
野　

勝
子（
美　

田
）

　

柏
崎　

勝
巳（
美　

田
）　

小
倉　

照
次（
小
山
Ｂ
）

　

小
久
保
氾
子（
大
谷
Ｂ
）

◆
永
年
勤
続
表
彰
　
10
年
　
18
名

　
橋
本
幸
泰
　
会
員

　

橋
本
会
員
は
、
長
年
小
山
Ａ
地

区
の
地
区
長
を
努
め
ら
れ
た
功
績

に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
理
事
長
も
務
め
ら
れ
た
橋
本
会
員
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
」

　

平
成
13
年
４
月
に
入
会
、
同
年
５
月
理
事
長
に
就

任
、
平
成
19
年
５
月
ま
で
の
３
期
６
年
間
勤
め
ら
れ

ま
し
た
。
理
事
長
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
無
制
限
だ
っ

た
同
一
場
所
で
の
就
業
期
間
を
最
長
５
年
と
す
る
適

正
就
業
期
間
の
考
え
方
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
設
立

20
周
年
事
業
を
期
に
会
員
作
品
展
を
含
め
た
シ
ル

バ
ー
ま
つ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
区
長
時
代
は
、
地
区
役
員
の
協
力
に
よ
り
諸
々

の
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
行
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、

会
員
の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
が
残
念
な
こ
と
で

し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
望
む
こ
と
」

　

超
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
高
齢
者
に
働
き
甲
斐
、

生
き
が
い
を
与
え
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
時
代
に
立
ち
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き

で
す
。

「
健
康
管
理
と
趣
味
」

　

健
康
に
は
十
分
注
意
し
、
唯
一
の
趣
味
で
あ
る
写

真
撮
影
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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掲　示　板
●　
理　
事　
会

令
和
５
年
度
第
１
回
（
４
月
27
日
）

＊�
正
会
員
・
男
性
５
名
、
女
性
１
名
の
入
会
承
認

＊�

ゴ
ー
ル
ド
会
員
・
男
性
２
名
、
女
性
１
名
の
承
認

＊�

令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
５
年
度
第
２
回
（
５
月
18
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
２
名
、
女
性
２
名
の
入
会
承
認

＊�

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
貸
与
規
程
の
制
定

＊�

令
和
４
年
度
事
業
報
告
の
承
認

＊�

令
和
４
年
度
計
算
書
類
等
の
承
認

＊�

定
時
総
会
の
招
集
に
つ
い
て

＊�

理
事
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

＊�

監
事
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

＊�

議
決
権
行
使
書
等
の
様
式
に
つ
い
て

＊�

表
彰
者
の
承
認
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
第
３
回
（
６
月
22
日
）

＊�

正
会
員
・
女
性
２
名
の
入
会
承
認

＊�

組
織
編
制
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て

＊
普
及
啓
発
促
進
月
間
行
事
の
実
施

令
和
５
年
度
第
４
回
（
７
月
27
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
６
名
、
女
性
２
名
の
入
会
承
認

●　
総　
務　
部　
会

令
和
５
年
４
月
５
日

＊�

創
立
40
周
年
記
念
、
式
典
及
び
表
彰
に
つ
い
て

＊�

定
時
公
募
に
つ
い
て

＊�

地
区
役
員
会
議
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
６
日

＊�

就
業
規
約
の
見
直
し

＊�

令
和
５
年
度
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
つ
い
て

＊
定
時
公
募
に
つ
い
て

令
和
５
年
７
月
４
日

＊�

就
業
規
約
の
見
直
し
に
つ
い
て

＊�

令
和
５
年
度
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
つ
い
て

●　
事　
業　
部　
会

令
和
５
年
４
月
６
日

＊�

就
業
先
訪
問
（
美
し
が
丘
公
園
・
城
山
町
２
丁
目
駐

輪
場
・
小
山
市
役
所
休
日
夜
間
受
付
）

＊�

職
群
班
班
長
会
議
に
つ
い
て

令
和
５
年
５
月
11
日

＊�

熱
中
症
予
防
対
策
講
習
会
に
つ
い
て

＊�

小
物
作
り
（
こ
ぎ
ん
刺
し
）
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
１
日

＊�

就
業
先
訪
問
（
あ
け
ぼ
の
公
園
・
車
屋
美
術
館
）

＊�

事
業
所
訪
問
（
学
童
保
育
の
会
）

令
和
５
年
７
月
６
日

＊�

就
業
先
訪
問
（
道
の
駅
「
思
川
」（
草
刈
り
）、
リ
ク

シ
ル
（
草
刈
り
他
）、
植
木
の
剪
定
（
個
人
宅
））

＊�

接
遇
マ
ナ
ー
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

●　
広　
報　
部　
会

令
和
５
年
４
月
７
日

＊�
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
87
号
の
編
集
に
つ
い
て

令
和
５
年
４
月
21
日

＊�

か
わ
ら
版
第
35
号
の
編
集
に
つ
い
て

＊
市
内
全
戸
配
布
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

令
和
５
年
５
月
19
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
87
号
の
発
行
配
布
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
９
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
88
号
の
編
集
方
針
に
つ
い
て

令
和
５
年
６
月
23
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
88
号
の
企
画
に
つ
い
て

令
和
５
年
７
月
14
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
88
号
の
編
集
に
つ
い
て

＊�

創
立
40
周
年
記
念
事
業
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

令
和
５
年
７
月
28
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
88
号
の
編
集
に
つ
い
て

　

高
校
・
大
学
の
青
春
時
代
は
、
体
操
激
戦
地
の
東

京
で
練
習
や
試
合
に
明
け
暮
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

　

昭
和
63
年
縁
あ
っ
て
小
山
に
移
住
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
入
会
。
セ
ン
タ
ー
で
は
「
パ
ソ
コ
ン

教
室
」
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、「
小
山

運
動
公
園
」
の
施
設
管
理
、
事
務
所
に
入
っ
て
「
会

員
デ
ー
タ
」
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
携
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
か
ら
広
報
部
会
委
員
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
担
当
し
、
ス
マ
イ
ル
・
ト
ゥ
・
ス
マ
イ
ル
な
ど

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
は
、
小
山
駅
東
公
共
駐

輪
場
に
勤
務
し
な
が
ら
、
小
山
Ｂ
地
区
で
、
２
回
目

の
地
区
委
員
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ジ
ャ
ン
は
趣
味
の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
た
び
、

念
願
が
か
な
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て

「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
愛
好
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
、
広
報
部
会
副
部
長
を
拝
命
し
、
ま
す
ま
す

忙
し
く
な
っ
て
き
て
ま
す
が
、
息
抜
き
は
大
好
き
な

「
お
酒
」
で
、
毎
日
の
晩
酌
が
な
に
よ
り
楽
し
み
だ

そ
う
で
す
。（
広
報
部
会
）

「
体
操
で
培
っ
た
精
神
力
と
体
力
！
」

新
理
事
さ
ん
はは

こ
ん
な
人

広
報
部
会
副
部
会
長

佐
々
木
茂
二
さ
ん

（
小
山
Ｂ
地
区
）

高２ 新宿体育館にて
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今
年
４
月
新
た
に
小
山
市
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
管
理
業
務
と
プ
レ
イ
パ
ー
ク
１
０
９
広
場

の
清
掃
業
務
を
受
理
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
場
は
第
二
土
塔
地
内
に
区
画
整
理
事
業

で
整
備
さ
れ
る
多
目
的
広
場
で
す
。
こ
こ
で
の
業

務
内
容
は
、
ト
イ
レ
清
掃
を
含
む
公
園
内
清
掃
作

業
で
す
。

　

就
業
は
、
日
・
月
・
水
・
金
の
週
４
日
で
、
一

日
一
人
、
８
時
30
分
～
11
時
30
分
の
３
時
間
で
す
。

現
在
２
人
の
会
員
が
交
代
で
清
掃
作
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
。

　

訪
問
し
た
日
は
、
ト
イ
レ
の
清
掃
中
で
し
た
。

　自転車利用者を対象に安全自転車利用五則が示されています。この五則を守り事故に
あわないように努めましょう。

① 車道が原則、左側を通行
② 歩道は例外、歩行者優先

交通ルール！みんなで守ろう

RULE １

RULE ２ RULE ３

RULE ４ RULE ５

９月２１日（木）～９月３０日（土）

交差点では信号と
一時停止を守って　
安全確認

夜間はライトを
点灯

飲酒運転は禁止 ヘルメットを着用

秋の交通安全運動

新
職
場
紹
介

「
プ
レ
イ
パ
ー
ク
１
０
９
広
場
」

「
プ
レ
イ
パ
ー
ク
１
０
９
広
場
」
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７
月
の
安
全
適
正
就
業
月
間
を
控
え
た
５
月
26
日

に
熱
中
症
予
防
対
策
講
習
会
が
会
員
32
名
の
参
加
を

え
て
「
中
央
公
民
館
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
健
康
増
進
課
職
員
か
ら
「
熱
中
症
は
ど
の

よ
う
に
し
て
起
こ
る
か
、
症
状
、
予
防
す
る
た
め
に
、

対
処
方
法
」
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

講
話
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
熱
中
症

対
策
に
参
考
と
な
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

熱
中
症
予
防
対
策
講
習
会
　

　

吉
岡
さ
ん
は
、
平
成
19
年
６
月
入
会
、
主
に

草
取
り
の
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
る
い
性
格
の
方
で
す
ぐ
に
シ
ル
バ
ー
の
活

動
に
も
な
れ
、
就
業
の
他
、
地
域
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域

の
会
員
の
信
頼
を
得
て
、
小
山
Ｂ
地
区
か
ら
女

性
初
の
地
区
長
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
６
年
間
、
理
事
を
勤
め

て
頂
き
ま
し
た
。
理
事
会
に
お
い
て
は
、
熱
心

に
議
論
を
展
開
さ
れ
、
理
事
会
を
リ
ー
ド
さ
れ

ま
し
た
。

　

吉
岡
三
千
子
さ
ん
と
言
え
ば
、
第

一
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
の
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し

て
の
ご
活
躍
で
す
。
吉
岡
さ
ん
を
中

心
に
毎
月
第
３
水
曜
日
に
特
養
施
設

「
栗
林
荘
」
を
訪
問
し
、
喫
茶
の
お

手
伝
い
を
す
る
他
、
J
R
小
山
駅

東
口
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
夏
、
体
調
を
崩
さ
れ
、

同
年
11
月
薬
効
む
な
し
く
、
他
界
さ

れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
で
の
ご
活
躍

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
中
さ
ん
は
、
平
成
９
年
に
74
歳
で
入
会
、

兼
業
農
家
と
い
う
こ
と
で
、
経
験
を
活
か
さ
れ
、

草
刈
り
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

山
中
さ
ん
の
信
念
は
①
お
客
さ
ま
に
喜
ば
れ

る
こ
と
、
②
時
間
の
許
す
限
り
持
ち
場
の
周
辺

も
刈
込
む
、
③
事
前
に
必
ず
下
見
し
安
全
を
確

認
、
④
お
客
様
へ
の
挨
拶
か
ら
仕
事
を
始
め
る
。

こ
の
こ
と
を
徹
底
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

90
歳
を
す
ぎ
て
も
ご
健
康
で
草
刈
り
を
続
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
小
山
市
で
も

百
歳
会
員
が
誕
生
す
る
の
か
と
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
元
年
、
97
歳
で
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

吉
岡
三
千
子
会
員
（
小
山
Ｂ
地
区
）

「
思
い
出
に
残
る
先
輩
会
員
」

山
中
英
会
員
（
大
谷
Ｂ
地
区
）

創
立
40
周
年
記
念
特
集
①

ボランティア推進クラブの方々
吉岡さんは前列右から 3 番目の方です

山中英さん



 
❶ 
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦

実
施
基
準
日
　
10
月
21
日（
土
）

　

地
区
ご
と
に
計
画
が
立
て
ら
れ
、
案
内
が
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

❷ 

創
立
40
周
年
記
念

　「
小
山 

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ in 2023

」

　

当
セ
ン
タ
ー
は
９
月
８
日
に
創
立
40
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
共

に
、
今
後
の
発
展
に
向
け
、
記
念
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

内
　
　
容
　「
式
典
」「
セ
ン
タ
ー
活
動
紹
介
」

　
　
　
　
　「
会
員
作
品
展
」

　
　
　
　
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

期
　
　
日　

12
月
２
日（
土
）
～
３
日（
日
）

場
　
　
所　

 

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
、

　
　
　
　
　

中
央
公
民
館

会
員
作
品
募
集
内
容　
　

　

写
真
、
絵
画
、
書
・
篆
刻
、
工
芸
品
そ
の
他

　
（
詳
細
は
別
途
通
知
あ
り
）

「
バ
ザ
ー
」（
野
菜
等
）
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【会報シルバーだより配布について】�会報シルバーだよりは、シルバー人材センターの地区役員さんの協力のもと、
                                                 配布されています。会報は市内の支所他20数か所に陳列されています。

　

５
月
26
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
て
、
地
区

役
員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
地
区
役
員
、
地
区
・
班
組
織
の
役
割
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、
令
和
５
年
度
総
会
開
催
に

対
す
る
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
中
央
公
民
館
第
一
研
修
室
に
て
、
職
群

班
班
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
令
和
４
年
度
の
就
業
先
訪
問
・

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
報
告
、
事
故
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
研
修
担
当
よ
り
「
お
客
様
応
対
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ぎ
ん
刺
し
と
は
、
青
森
県
津
軽
地
方
に
伝
わ
る
刺

し
子
の
技
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
現
在
は
こ
の
技
法
を
生

か
し
た
様
々
な
小
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
会
員
の
佐
藤
照
世
さ
ん
に
ご
指
導
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
10
名
、
根
気
の
い
る
作
業
に
熱
心
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
作
品
が
で

き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
班
が
会
員
向
け
に
ス
マ
ホ
教
室
を
始

め
ま
し
た
。「
ス
マ
ホ
を
有
効
に
活
用
し
た
い
」「
ス
マ

ホ
を
楽
し
く
使
い
た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
、
ワ
ン
コ

イ
ン
（
五
百
円
）
で
指

導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

毎
月
一
回
（
月
曜
日
）、

12
月
ま
で
ス
マ
ホ
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳

細
は
配
布
さ
れ
た
チ
ラ

シ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

是
非
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

地

区

役

員

会

議
　
　

　
職
群
班
班
長
会
議
　
　

ス
マ
ホ
教
室
始
ま
る（
7
／
24
）

普
及
啓
発
促
進
月
間
事
業
計
画

入

会

案

説

会

の

内

明

ご

　

入
会
は
60
歳
以
上
の
小
山
市
民
で
す
。
70
歳

以
上
の
方
も
入
会
で
き
ま
す
。

令
和
5
年
10
月
3
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
5
年
11
月
7
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
5
年
12
月
5
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
6
年
１
月
9
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

※
会
場
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
す
。

会
報
　
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
85
号

発
行
日	

令
和
5
年
9
月
25
日

発
行
所	

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
２
８
５（
28
）４
１
３
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〒
３
２
３

−

０
８
２
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小
山
市
東
城
南
5
丁
目
15
番
地
8

編　

集	

広
報
部
会

女
性
委
員
会
活
動
報
告

「
こ
ぎ
ん
刺
し
」開
催（
６
／
７
）

❷ 

創
立
40
周
年
記
念

　「
小
山 

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ in 2023

」

❶ 
地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦


